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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

子ども達と月に1回色んな想定をした避難訓練をおこなっているが、

いざという時にきちんと動けるように、防災について知識をしっかり持ち、

子ども達も自分で自分を守り、慌てずに行動できるようにしていきたいと思った。

1/20→安田大サーカスの団⾧さんにお越しいただき、防災の話を聞いたり、実際に団⾧さんが経験した災害の話なども聞く。

また子ども達が災害が合った時にどう動いているのかなどを避難訓練を行い見て頂いた。そこでもっとこうした方が良いなどの

アドバイスをいただいた。

3/27→前回のフィードバックで団⾧さんが防災についてクイズを出してくれる映像を見た。カードやシールを使って学べる映像

になっており、子ども達も

楽しみながら防災についての備えなどを知ることが出来た。

安田大サーカスの団⾧さんに園にお越しいただき

防災について学ぶ。

スクリーン映像で防災について知る。

地震想定の避難訓練を園内にて行う。

防災について知る

いざという時の為に動ける準備をしておこう
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

このプログラムを行った後の避難訓練はいつも以上に早く行動が出来ていたり、年上の子は

年下の子に手で口を覆うんだよと教えてくれていたり、自分だけじゃなく仲間も守っていこ

うとする意識が見られるようになった。

また避難中にもお喋りをすることも無くなり、より一層災害について真剣に捉えるように

なったと思う。

安田大サーカスの団⾧さんに園にお越しいただき

防災についておしえていただく。

クイズで答えたりやカードを使って子ども達に分かりやすく説明をしていただいた。

子どもたちは普段から避難訓練を行っているので、

２～5歳児は地震が来たら頭を守る。火災だったら口を覆うなどのことは知っているが、

エレベーターが止まってしまった時などあまり練習もしたことない想定していないことも起

こり得るろいうことだったり、団⾧さんの

実際の体験談を聞いたりして、集中して真剣に防災や災害について考える事ができていた様

子だった。


